
十
力

舟

" 

ー‘-，、

用品
H
八
日
享
年
七
十
五
で
麗
し
た
。
十
六
年
二
用
六
日
知
行
を
召
上
げ
ら
れ
、
サ
一
日
御
一
め
ら
れ
た
。
各
騨
の
顕
離
は
略
次
の
如
〈
、
武
鑑
に
一
日
本
橋

ナ
カ
シ
ン
ボ
中
新
保
石
川
端
中
村
郷
に
回
す
一
領
凶
三
都
御
構
温
放
に
磁
せ
ら
れ
た
。
一
は
百
六
十
塁
徐
と
公
稿
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
一
ナ
ガ
ソ
ガ
ハ
長
曾
川
源
を
鹿
島
郡
芹
川
原
山

る

部

務

。

一

ナ

ガ

セ

タ

ダ

ザ

ト

長

瀬

忠

郷

逝

癖

次

郎

兵

衛

。

一

金

棒

野

町

一

塁

犠

-m一
野
々
市
-
旦
五
町
松
任
一
分
に
議
し
て
西
拾
に
向
か
ひ
、
徳
前
よ
b
商
に
折
れ
、

ナ
方
ス
カ
中
須
加
河
祐
部
弁
上
庄
に
因
す
る
一
五
郎
右
衛
門
忠
簡
の
子
。
線
二
百
石
。
大
小
勝
・
同
一
一
旦
六
町
荒
屋
相
野
=
十
五
町
水
島
コ
十
七
町
粟
一
良
川
よ
り
商
南
に
縛
じ
、
金
丸
出
に
於
わ
て
久
江
原

部
務
。
一
横
目
よ
り
御
先
筒
顕
・
大
組
踊
に
任
じ
た
が
、
寛
政
一
生
二
十
四
町
寺
弁
一
且
二
十
二
町
小
松
)
且
一
-
?
?
一
山
分
よ
り
出
る
久
江
川
を
併
せ
、
邑
知
川
に
入
る
。

ナ
カ
セ
中
瀬
河
北
部
若
松
の
内
の
小
手
。
一
二
年
七
月
十
七
日
役
儀
を
mm
じ
、
百
石
減
知
の
上
遁
一
-
町
周
棟
三
十
五
町
動
橋
一
盟
二
十
四
町
大
型
寺
一
統
槌
凡
そ
一
四
粁
。
そ
の
徳
前
か
ら
下
琉
は
邑
知
潟

ナ
ガ
セ
カ
ズ
ヘ
長
瀬
-Z
計
初
め
五
郎
右
衛
門
一
裂
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
ご
周
十
一
日
御
鎗
中
六
十
一
歳
一
一
旦
九
町
橘
一
旦
牟
踊
越
前
細
呂
木

-m亭
弧
金
一
地
溝
櫛
の
低
所
を
縦
断
す
る
の
で
、
議
雨
に
際
す
る

又
は
醤
左
衛
門
と
稽
し
た
。
矢
小
右
衛
門
と
共
に
捌
一
で
夜
0

・
越
替
の
認
め
方
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
跡
目
一
涼
一
豆
半
長
崎

-m卒
森

岡

一

旦

爾

弁

-ω
二
時
は
土
砂
を
流
出
す
る
こ
と
多
い
が
故
に
、
一
に
濁

左

衛

門

督

忠

俊

に

仕

へ

た

が

、

主

計

は

矢

に

先

立

つ

一

断

絶

し

た

。

一

浅

水

-m-

水
落

-m-

鯖
江
一
旦
府
中
二
単
一
川
と
稽
し
、
久
江
川
務
合
附
近
か
ら
を
長
曾
川
と
も

こ
と
一
年
、
臨
長
十
八
年
前
回
利
常
の
小
々
一
癖
と
な
一
ナ
ガ
セ
タ
ダ
ヨ
シ
長
瀬
忠
良
廼
癖
善
次
郎
・
善
一
脇
本
一
旦
館
波
一
亙
今
庄
ニ
且
牟
板
取
=
思
一
能
鷲
川
と
も
都
す
る
。

っ
て
千
五
百
石
を
受
け
、
元
和
元
年
尖
の
越
知
の
中
一
左
衛
門
。
天
明
入
年
幼
少
で
矢
多
勝
の
越
知
六
百
五
一
近
江
中
河
内
ニ
旦
梼
坂
一
旦
柳
よ
撒

-m率
一
ナ
カ
ソ
ヒ
ヨ
ジ
ン
ジ
ヤ
奈
鹿
曾
彦
紳
位
鹿
島

ご
千
石
を
併
せ
て
三
千
五
百
石
と
な
り
、
大
坂
再
役
一
十
右
の
三
の
一

-P-
接
ぎ
、
箆
政
三
年
御
馬
廻
に
斑
し
、
一
木
J

本
二
塁
宇
都
上
一
木
，
本
ニ
単
牟
長
積
三
郡
上
曾
根
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
枇
記
に
、
『
奈
胞

に
首
級
三
を
盤
、
足
穂
頭
-
御
馬
組
頭
に
任
じ
、
鹿
安
一
五
年
大
小
勝
、
事
和
一
元
年
表
小
持
、
文
化
二
年
金
谷
一
三
ω
季
春
照
一
旦
八
町
一
塁
守
米
原

-ω
ヱ
ハ
町
番
一
曾
彦
柿
枇
。
長
海
保
上
曾
繭
村
銀
座
。
長
持
保
名
或

ご
年
現
し
た
。
一
表
小
将
櫛
目
よ
り
次
第
に
昇
進
し
胃
定
番
頭
に
宝
り
、
一
一
隙
川
一
旦
十
三
町
・
一
場
三
十
町
醍
宇
井
一
限
定
T

一
作
=
長
曾
刊
有
v
河
群
a

長
曾
川
辺
と
あ
り
、
文
政
枇

ナ
ガ
セ
コ
エ
モ
ン
長
瀬
小
右
衛
門
生
闘
は
謹
一
文
政
十
一
年
百
.
弘
十
石
を
加
へ
、
天
保
七
年
役
儀
を
一
一
柏
原
一
旦
美
濃
今
須
一
単
一
…
祝
帳
に
は
『
有
座
枇
。
曾
根
村
銀
座
箆
跡
。
祭
紳
味

江
。
初
め
明
智
光
秀
に
臣
事
し
、
後
期
左
衛
門
脅
忠
一
掃
除
か
れ
た
。
一
美
濃
関
宇
原
一
旦
垂
井
一
旦
十
二
町
赤
坂
一
一
旦
八
町
一
銀
高
根
彦
命
。
』
と
載
せ
る
。

俊
に
仕
へ
て
物
顕
を
勤
め
た
が
、
慶
長
十
九
年
前
回
一
ナ
ガ
セ
タ
ン
ベ
Z

長
瀬
消
兵
衛
源
五
左
衛
門
一
美
江
寺
一
塁
ハ
町
河
波

-mZ守
加
納
四
卑
八
町
一
ナ
カ
ソ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
奈
寵
曾
比
時
紳
註
鹿

利
簡
に
徴
さ
れ
て
二
千
五
百
石
を
受
け
、
大
坂
冬
役
一
の
養
子
。
線
六
百
五
十
石
で
加
州
都
奉
行
を
勤
め
、
一
様
沼
一
一
旦
太
悶
エ
且
伏
見
一
旦
御
蹴
三
単
一
島
都
下
曾
舗
に
銀
座
す
る
。
式
内
等
密
枇
記
に
、
『
奈

に
従
ひ
、
夏
役
に
は
五
周
七
目
黒
門
の
内
懐
の
馬
場
一
同
僚
永
原
櫨
丞
と
共
に
加
賀
凶
闘
来
般
を
著
し
た
。
一
大
獄
三
血
中
大
井
ニ
盟
二
十
四
町
中
津
川
一
単
一
路
曾
比
時
跡
枇
。
長
樺
保
内
下
曾
繭
村
銀
座
。
笛
停

に

一

番

に

莱

入

り

、

塀

際

で

餓

勉

に

中

っ

て

即

死

し

一

質

永

五

年

授

。

一

一

訴

合

-m-

信
滋
馬
徳
一
一
旦
襲
鰭

-m卒
三
留
一
去
。
一
宮
第
多
大
明
紳
婆
=
后
縦
訓
刊
生
こ
一
子
-
流
=

た
。
小
右
衛
門
の
後
嫡
家
は
六
代
次
郎
兵
衛
忠
郷
に
一
ナ
カ
セ
ン
ド
ウ
中
山
道
滞
侯
が
参
勤
の
際
、
一
野
ニ
単
年
野
尻
-
且
二
十
.
四
町
須
原
三
且
九
町
一
捨
長
曾
潤
吋
妹
弧
樟
姉
拾
上
。
彦
姉
隔
制
是
也
。
』
と

至
っ
て
絶
え
た
が
、
支
族
は
隠
悦
絡
に
仕
へ
た
。
一
上
街
道
か
ら
中
山
道
に
入
っ
て
江
戸
に
出
た
こ
と
は
一
上
松
一
一
誕
地
中
爾
烏
ニ
盟
宮
，
越
・
一
一
旦
厳
原
一
見
え
、
文
政
枇
蹴
眼
に
は
祭
紳
を
下
照
均
時
命
と
す

ナ
ガ
セ
シ
ン
ク
ロ
ウ
長
瀬
新
九
郎
矢
は
捌
舟
一
な
い
が
、
之
と
反
射
に
就
封
の
際
中
山
道
か
ら
北
陸
一

-mZT

奈
良
弁
一

m卒
賀
川
ニ
魁
本
山
三
十
町
一
る
。

後
守
匿
お
の
家
人
で
、
掘
彦
太
夫
と
縛
し
た
。
新
九
一
に
入
っ
た
こ
と
は
往
々
に
あ
っ
た
。
前
回
綱
紀
は
亭
一
洗
馬
ニ
且
盤
尻
三
艶
下
諏
訪
五
且
和
問
ニ
単
一
ナ
カ
タ
中
田
江
沼
郡
山
中
谷
に
鴎
ず
る
部
務
。

郎
は
長
瀬
小
右
衛
門
の
外
孫
で
あ
っ
た
か
ら
、
母
の
一
保
二
年
九
且
廿
七
日
江
戸
を
渡
し
、
第
十
六
日
の
十
一
長
経
一
虫
学
芦
田

-m若
干
望
周
一
旦
八
幡
一
ナ
カ
タ
中
国
鳳
京
都
阿
岸
郷
に
鴎
す
る
部
務
。

商
事
を
名
采
り
、
後
小
右
衛
門
の
配
分
知
五
百
石
を
一
周
十
三
日
金
禅
に
入
。
、
前
倒
腸
内
務
は
嘉
永
元
年
三
一
一
則
一
鑑
名
一
則
卒
器
材

m-m-
小
問
弁
一

m不
一
ナ
カ
ダ
中
国
珠
洲
郡
若
山
庄
に
臆
す
る
部
務
。

受
け
て
前
回
利
常
に
仕
へ
、
更
に
百
五
十
石
を
加
へ
二
用
十
八
日
江
戸
を
渡
し
、
第
十
入
日
の
四
局
六
日
に
一
温
分
-
旦
十
-
町
沓
掛
-
且
六
町
麗
弁
禅
-
豆
一
-
二
元
秘
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
、
『
此
腕
に
中
聞
と
市

寛
文
七
年
御
先
筒
頭
集
御
小
々
一
静
裁
許
と
な
り
、
天
一
金
禅
に
入
っ
た
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